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1. 研究成果の概要 

 

①  研究構想にかかる成果 

 

＜実施したこと＞ 

ミリ波以上の高い周波数の通信システムにおいて reconfigurable intelligent surface (RIS) の膨大な制御

パラメータを取扱い可能な正確な伝搬統計モデルを提案した。また、提案モデルに新たな近似法を組み込むこ

とにより、低演算で計算可能な理論上限の導出を行った。さらに、提案したミリ波 RIS 伝搬路モデルを利用し

て、RIS を含めたミリ波帯物理層セキュリティの性能上限である秘密容量と秘密不稼働率を閉形式で導出す

ることに成功した。また、より厳しい条件である複数の盗聴者が協力して盗聴するシナリオを含めて解析を行った

（下記代表的な業績[2]）。加えて、実用的な周波数選択性伝搬路を対象に、シングルキャリア送信シナリ

オにおいて効率的に RIS の膨大なパラメータを制御する方式を提案した（下記代表的な業績[3]）。具体的

には、時間軸上でのローカライズされたパスのみに焦点を当てて RIS を制御した後に、受信機における位相合

成をすることにより、低演算量と高い利得の両立を図った。 

 

＜得られた成果＞ 

招聘研究者来日時に議論しながら進めた内容について、日英両チームメンバー共著として国際ジャーナル 4編

が投稿完了しており、いずれも IEEE出版のトップランク（Q1）ジャーナルに受理されている。加えて、日本から

の渡航研究者が現地で討議しながら執筆を進めた成果は、日英両チームメンバー共著として国際ジャーナル 2

編が投稿完了しており、現在査読中である。上記以外にも、相手国チームからアドバイスを受け、日本国側の

みを著者に含む成果が、IEEE 出版のトップランク（Q1）ジャーナル 2 編と国際会議プロシーディングス 2 件に

おいて掲載された。 

 

② 国際頭脳循環の促進にかかる成果 

 

＜実施したこと＞ 

国際頭脳循環を本格的に推進するためのスタートとして、日英相互の研究者派遣を行った。英国からは 4 月

に Chao Xu 上席講師を招聘した。実質的な共同研究を推進するために、対面での定期的な技術討議の場

をつくり、日本側の教職員と大学院生すべてのメンバーが参加する本質的な議論を行った。また、4 月にセミナ

ーを実施し、英国チームの最先端の研究成果について講演いただいた。本招聘を機に国際交流を活性化する

ことを目的として、研究室内に海外からの訪問研究者の専用スペースを設けた。Chao Xu上席講師がイギリス

に帰国した後、本スペースはドイツからの訪問大学院生が利用するなど有効活用ができている。 

日本側チームからは 7 月～9 月および 1 月～3 月に Phuc Viet Trinh 特任助教が訪英し、相手国チームに

滞在した。9 月には英国でセミナーを実施し、考案中の技術について意見交換をした。さらに、渡英中である 3

月に、量子鍵配送で著名な研究グループ（University of Bristol, University of Strathclyde）を訪問する

ツアーを組み、各大学でセミナーを実施した。 

 

＜得られた成果＞ 

上記実質的な共同研究により、今後ハイレベルな国際共同研究を実施するための基礎的な体制とメンバー間

の信頼関係が醸成できた。さらに、相手国研究代表者（PI）、招聘研究者、および日本国 PI の 3 名からの

推薦により、日本国チーム渡航研究者 Phuc Viet Trinh特任助教が IEEE Senior Memberへの昇格を達

成した。 
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2. 研究実施体制 

 

研究テーマ 中心となる研究者氏名 所属機関 役職名 

研究テーマ1 Phuc Viet Trinh 東京大学 特任助教 

研究テーマ2 
小島 駿 
Chao Xu 

東京大学 特任助教 
Univ. Southampton Senior Lecture 

研究テーマ3 
杉浦 慎哉 
Chao Xu 

東京大学 教授 
Univ. Southampton Senior Lecture 
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プレスリリース 

・ 該当なし 

 

表彰 
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